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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

· ＷｉＳの南病棟の各フォルダを整理しました。殆ど、業務１・２に分けています。削除はしていません。見当たらないのは、不整理か「削除確認」にあると思います。整理の際に入浴や食事、排泄などの書式を少しいじっているので、担当者の方確認して下さい（業務の書式関係にあります）。

· 以前、発生した事故の事故報告書を持っていたら、各自、事故報告関係のフォルダに入れて下さい。

· 阿部（美）ＧＯＭが１７日～２Ｗ（３０日頃まで）病欠です。早急な決裁事項は、北病棟の阿部ＧＯＭへ提出して下さい。面会票・リハプロは、松沢Ｎｓが代理で処理します。有給休暇やワークフローなどの申請は、直にＡＯＭへ申請となります。

· 動静報告がきちんと添付されていない時があり、庶務での処理が大変です。添付したら、もう一度確認して下さい。

· 東Ａユニットから櫛桁様と水梨様が、本日転入予定です。

· 田端　玲子様～１５日～１６迄の外泊後、易怒性見られ口調の強さや他患者様と口論と　　

　　　　　　　　　なる事もあります。食事も不食や残食が目立ってきています。外泊前後に状態が悪くなることから主治医より外泊をしばらく控えてもらうよう指示がでています。夜間の睡眠状態、表情や言動など観察していきましょう。続ようなときは、早めに主治医へ報告しトラブルがおきないように介入していきましょう。

・佐々木　利男様～妄想様発言、杖を振り回す、衣装箱に水やトイレットペーパーを入れる、脱衣行為などが見られています。また、介入すると易怒的となっています。田名部Ｄｒ診察にて精神神経用剤と催眠鎮静剤が２日分処方となっています。精神症状の変化や睡眠状況を観察していきましょう。杖は、本人、他患者様が怪我する危険もあるため、預かりとし、私物庫へ保管しています。歩行状態は特に問題みられていませんが、転倒しないよう歩行時は見守りしていきましょう。

（皮膚科）

· 上田　正男様～副腎ホルモン剤　２Ｔ　２×ｎｄＥ　→　１Ｔ１×朝　10/19～５日分

　　　　　　　　　湿疹が軽減しており減薬。

· 山内　公博様～副腎ホルモン剤　２Ｔ　２×ｎｄＥ　10/18夕～10/19夕まで　2日分

　　　　　　　　　明日、再度皮膚科受診予定です。湿疹は軽減傾向です。

　

＜食事：介護＞

誤嚥危険の高い患者様の再確認

· Ａユニット

森越義夫様　　　長根斑男様

· Ｂユニット

　　　三浦　一男様　　　橋本　万様　　　荒谷　正毅様　　　峰田　満男様

· Ｃユニット

　　　　　笹山　吉郎様　　　長根　矢一様　　　中村　松五郎様　　　

　　　　　向山　忠義様　　　浜中　トキエ様

· Ｄユニット

　　　　　塚田　昌様　　　大久保　まつゑ様　　　鳥谷部　国光様　　　田中　清様

· 茶寒天・アイスマッサージを徹底して下さい。

· 食事介助マニュアルを参照し、再確認して下さい。

· CDユニットで食事前に患者様の手を拭く事を徹底してください。今晩よりハイターを希釈した水につけて絞ったタオルを保温器に入れていくこととします。

＜褥瘡評価・検討＞

永洞　恭子様～血性の浸出液が少量みられています。褥瘡周囲の腫脹、熱感はみられません。肉芽形成ありますが、凹凸あり肉芽の色も悪く不良肉芽です。浮腫が継続しており血行障害みられています。時々、下肢を挙上していきましょう。本日、皮膚科診察にて処置は継続となっています。夜間、下腿部の徐圧を行うため、褥瘡補助用具を使用していきましょう。自力での体位変換ができないため、補助用具を使用して徐圧、体位変換を行っていきましょう。

北山　和子様～創部（左踵部）からの浸出液、悪臭はありません。皮膚が硬くなっておりポケットの確認はできません。処置後は、ラップを剥がす事なく経過しています。

中村　松五郎様～感染創（左足背）の熱感・腫脹はありません。黄色の壊死組織は軽減傾向にあり、ポケットも小さくなってきています。引き続き、洗浄をしっかり行い、ラップ保護して下さい。

